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研究成果の概要（和文）：地域コミュニティが地域資源の再評価・活用を通じ自力で景観保全に

取り組むことを支援することを目標とした、口述集積型の景観利用データベースの作成とその

活用の実践的方法について、早川町（山梨県）、上町台地（大阪市）、ボロブドゥール地方（イ

ンドネシア・中部ジャワ）等の地域づくり活動と直接連携して研究した。その結果データベー

ス作成と、地域資源と実地に直接関わるアナログな活動を連動させることの効果が評価された。 

 

研究成果の概要（英文）：This research was composed with case studies in Hayakawa 
(Yamanashi), Uemachi-daichi(Osaka), Borobudur Sub district(Indonesia), and others, 
where the authors have directly collaborated with the inhabitants’ activities toward 
promoting the landscape conservation through re-evaluating and utilizing local resources 
by the initiative of local community. We examined how to set up and utilize Database System 
as the collection of oral stories on landscape use, and examined the effectiveness of 
the linked program between the database and the on-site physical activities. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、地域コミュニティが自力で景観
保全を行っていくことを支援・促進すること
をめざす取り組みの一環である。景観を地域
の住民によって意味を与えられた種々の地

域資源によって構成されるものと捉え、その
保全とは地域資源の特徴を成り立たせる人
の営み（＝景観利用）を認識し持続発展させ
ることであると捉える。制度的保全策の有無
や学術調査の有無等に関わらず、どのような
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地域コミュニティでも自力で取り組み得る
景観保全活動として、地域資源とそれに関わ
る人の営みについて得られる知見を「口述」
として収集し、口述集積型の景観利用データ
ベースシステムを作成して情報を保持・更新
し伝えやすくすること、そのデータベースを
活用し景観保全につながる取り組みが行い
易くなる方策について事例地における試行
から提案したいと考えていた。 
 

２．研究の目的 
本研究は、地域コミュニティが自力での景

観保全につながるよう地域資源の再確認と
活用を行うことを支援する口述集積型デー
タベースの作成と活用の方法を示すことを
目的とする。具体的には (1)データベース作
成法 (2)地域への導入とその効果(3)コミュ
ニティの活動と連動した運営と地域資源活
用の促進の可能性、を考察することとした。 
 

３．研究の方法 
従来から地域コミュニティと協力した地

域資源に関する口述収集作業の経験をもつ
研究者により研究組織を構成し、その経験を
いかせる事例地を主たる研究対象とした。各
事例においては、口述収集を続けつつ事例の
状況に応じたデータベース化を行い、さらに
地域コミュニティの地域資源に関わる活動
への参与調査を行った。主たる事例地を、国
内では山梨県早川町、大阪市上町台地界隈、
国外ではインドネシア・ボロブドゥール地方
とし、和歌山県の伊都郡や田辺市上秋津、ネ
パール、スリランカ、ペルー等の歴史的市街
地・集落の事例も扱った。事例ごとに調査を
進めつつ、事例間に共通する知見を検討する
会合をもち成果をまとめた。 
 
４．研究成果 

4−1 山梨県早川町 

１）はじめに 

 山梨県早川町では、日本上流文化圏研究所

（以下、上流研）による取り組みである「2000

人の HP」により、全住民の口述収集とその

HP の公開が実施されている。住民の口述ベー

スの情報を収集し情報発信されている事例

として随一の実績をもち、本研究に最も適し

た事例地と位置づけられる。上記の研究目的

のうち、(1)データベース作成法、②導入と

その効果、について既に一定の蓄積があるこ

とから特に(3)コミュニティの活動と連動し

た運営と活用の地域資源可能の促進可能性、

について検討した結果を述べる。 

2）「早川町ガイドブック」 

 現在早川町では、早川町全体をひとつの博

物館・美術館と捉え、自然、歴史、文化、生

業、生活といった資源を活かし、後世に残す

という、「早川フィールドミュージアム構想」

の推進を、上流研、行政、住民グループ、民

間企業、識者等が協力して行っている。その

土地の歴史・風土・文化そのものを博物館又

は美術館に見立て、住んでいる人と訪れた人

が互いに価値を発見し活用するため、地域の

資源を見直し、体験プログラムや散策・ツア

ーを実施し、地域の魅力の発見と創造を図っ

てきている。その一環として、フィールドミ

ュージアムで活用される地域資源や、ツアー

のみどころ解説等をまとめた「早川町ガイド

ブック」を作成する準備がなされてきた。 

3）調査の方法 

 データベースの活用として、最も効果的な

１つが、ツーリズムでの活用である。上流研

で行っている「早川フィールドミュージア

ム」は、行政、住民グループ、民間企業、学

識者らが協働して事業の企画や実施を行っ

ており、「コミュニティの活動と連動した運

営」を実験的に検討する上で適切であると思

われる。そこで準備が行われつつあった「早

川町ガイドブック」の制作とタイアップし、

データベースに蓄積された地域情報を地域

住民や地域訪問者とともに、いかに活用して

いくか試行を通じて検討することとした。 

4）ガイドブック制作体制と制作過程 

 早川町６地区ごとに、10 名程の町民からな

る制作委員会（計 58 名）が中心になり、議

論と現地踏査から地域資源を探し出し、それ

らについての調査結果を情報カード化し（新

たなデータベース化）、その中から掲載事項

を選び冊子に編集した。この制作過程設計が

新たな資源を見出すなど、地域を見なおす契

機となっている。地域資源 623 個がカード化 

  
写真 1-1 リストアップの様子  写真 1-2 項目選択の様子 

 
写真 1-3 作成されたガイドブック 



 

 

され、最終的に 195 個の地域資源を掲載した

12 冊の手づくりガイドブックが完成した。 

5）論考 

 本節では「2000 人の HP」を既に運営して

いる上で新たに行ったガイドブック制作を

通じ、コミュニティの活動と連携した運営と

地域資源活用の促進を探究した。 

 地域資源に関するデータベースは、これま

で地域情報を Input することに主眼がおかれ、

データベースを活用するための Output のあ

り方が模索され課題となっていた（図 1-1）。 

 
図 1-1 データベース活用の現状 

 本事例では、情報ソースと情報の受け手と

の関係を重視し、一度情報ソースをデータベ

ースに Input するとともに、データベースか

らの Output として「ガイドブック」を位置

づけ、それを情報の受け手としての来訪者に

届けることを第一目的としつつも、情報を受

け取った来訪者が更なる地域の詳細情報を

得られるよう、情報ソースである地域住民と

のコミュニケーションを促す機能として「道

草クイズ」や「データベース」の URL を記載

するなどの工夫を行った。情報の受け手を受

動的な姿勢から地域住民とのコミュニケー

ションを図る能動的な姿勢へと転換するこ

とを意図している。これにより真のデータベ

ースの利用促進が可能となり、地域内外の

人々がそれぞれ積極的に交流を図る場面が

創られると期待される。情報の受け手の活動

と地域住民との地域における交流が、景観利

用（Landscape-Use）の促進であると考える。

従って、一般論としてデータベースを通じ 

 
図 1-2 早川でのデータベース活用の試み 

 た景観利用促進のためには、データベース

のインターフェイスを簡易なメディアによ

って作成し、それを積極的に情報の受け手に

届けること、さらに、情報の受け手が、能動

的に活動するように工夫し、情報ソースであ

る情報の送り手とコミュニケーションする

ことを促すとともに、データベースへのアク

セス性を確保し、さらなる情報を獲得できる

ようにすることが有用だと考えられる。 

 
図 1-3 データベース活用の一般論 

 

4-2 大阪上町台地界隈 

1）はじめに 

 上町台地界隈は、長い居住地としての歴史

の中で育まれた固有の資源が豊富に存在し、

そうした資源に関わる活動も活発な地域で

ある。近年、文教地区としても知られる同地

域では、新設高層集合住宅建設に伴い、通

勤・日常生活の利便性、子供の教育環境を求

める新規居住者が転入し、急激な人口増加が

生じている。新規居住者は、地域資源やそれ

に関わる活動に関心があっても、どのように

地域資源に関わる活動に参加することがで

きるのかわからない状況にある。そうした状

況の中、地域資源やそれに関わる活動がゆる

やかに連携することを目指し 2003 年に設立

された｢上町台地からまちを考える会｣が運

営者となり、「上町台地.cotocoto」という

地域資源データベースが 2006 年に構築され

た。また、テーマをきめて地域資源を紹介す

る U-Coro プロジェクトという展示活動が

2007 年から地域内で実施されている。この２

プロジェクトの運営に関わりつつ、大阪都心

部における地域資源情報の収集プロセスを

重視した発信活動の意義を検討する。 

2）上町台地.cotocoto の概要 

 「上町台地.cotocoto」は、地域資源やそ

れに関わる活動に関心を持つ居住者に対し

て地域イベント情報と地域資源情報の発信

を行うことを目的として開発されたデータ

ベースである。「上町台地.cotocoto」は、ユ

ーザー投稿型のイベントポータルサイトと、



 

 

そのポータルサイトに記載された地域資源

についての解説が格納されている「上町台

地.cotocoto+」が連動して成り立っている。

イベントのポータルサイトを構築したのは、

上町台地に関わる会のメンバーが、地域資源

を活用したイベントの企画者になっている

ことが多く、イベントを通じて、地域資源や

地域活動に関心を持つ居住者と実際に出会

うことを目指しているためである。 

図 2-1 上町台地.cotocoto （http://uemachi.cotocoto.jp/） 
3）U-CoRo プロジェクト 

 上町台地界隈に立地する大阪ガス実験集

合住宅 NEXT21 の 1 階北側にあるスペースで

は、「上町台地コミュニケーション・ルーム

（U-Coro）」と称して、地域の歴史や文化の

再発見、減災文化の創造、多世代・他文化の

共生、自然・環境の再生等をテーマに 3ヶ月

間毎にコンテンツを入れ替えながら、U-Coro

プロジェクトというウインドウ・エキシビシ

ョンが行われている（写真 2-1）。 

写真2-1 上町台地コミュニケーション・ルーム 

U-CoRoプロジェクトは、展示やイベントの

企画打ち合わせ、取材等の情報収集等による

情報収集活動と、展示やイベントの開催、リ

ーフレットの設置等の情報発信活動から成

る。情報収集活動においては、有志のプロジ

ェクトメンバーによる取材を居住者に対し

て行うことで、地域資源と積極的に関わって

いる居住者から地域資源に関するエピソー

ドや写真、資料など地域資源との関わり方の

情報を収集する。このプロセスの中では、ま

ずテーマに関連してプロジェクトメンバー

が知っている居住者に取材を依頼し、その居

住者からさらに別の居住者を紹介してもら

うことで取材対象となる居住者を「芋づる

式」に発掘していることに特徴がある。 

4）情報収集プロセスを重視した発信情報 

「上町台地.cotocoto」はイベントポータ

ルを備えたシステムではあるが、実際の居住

者と地域資源との関わり方に関する情報が

掲載され難いこともあり、このシステムだけ

では、居住者が、地域資源を介して他の居住

者とのつながりを形成することは難しい状

況がある。U-Coroプロジェクトが始動してか

ら、情報収集活動における取材を通じて、①

地域活動に積極的に関わる居住者の地域資

源との関わり、界隈の歴史や文化のことに詳

しい居住者の地域資源との関わり、といった

「上町台地.cotocoto」にない情報が発信さ

れるようになった、②従来、地域資源との関

わりを持たなかった居住者が、U-Coroプロジ

ェクトのイベントや取材を契機に、関心をも

って参加するという実績が得られた、こと等

から、データベース「上町台地.cotocoto」

のシステムと、情報収集プロセスを重視した

情報発信を行うU-Coroプロジェクトが相互

補完的な役割をもつことが確認できた。 

 

4−3 ボロブドゥール地方（インドネシア） 

1）はじめに 

 インドネシアのボロブドゥール地方では、

世界遺産ボロブドゥール寺院が世界的観光

地として知られるが、近年、寺院遺跡の周囲

に広がる農村地域の広域景観の保全の必要

が議論されている。並行して、農村の地域資

源活用による地域づくりが市民組織等によ

り取り組まれている。農村の衰退は、景観の

質低下につながるだけでなく、寺院遺跡への

過度の経済活動集中問題の悪化につながる

可能性があることからも避けるべきであり、

本研究の研究代表者らは以前から、現地のガ

ジャマダ大学の研究者らとともに議論の場

に参加していた。そのなかで３つの村で住民

の口述を収集したデータベースの第一版を

作成していた。そこで今回、データベースの

各村への反響のモニタリングと、地域資源活

用の取り組みの進展への参与観察を行った。 

2）市民組織とその活動 

 まず、ボロブドゥール地方広域にわたって

地域資源活用に関わる活動を行ってきた市

民組織に着目し、近年 20 年余の間の連携関

係を分析した。この間、寺院の観光化・全国

レベルの経済危機・寺院近傍での商業開発問

題・その撤回後の４期ごとに連携の変化があ 



 

 

 
図 3-1 ボロブドゥール地方の市民組織間関係の変化 

り、2006 年以降の第４期は市民組織が外部か

らの支援を介さず相互連携が成立する状態

になっている（図 3-1）。筆者らがデータベー

ス作成を行ったのは第３期に該当する。 

3）農村観光の拡がりと地域資源活用 

 2009 年時点でボロブドゥール寺院近郊の

10 村において農村観光（Desa Wisata）が実

施されていることが把握できた（図 3-2）。標

準的な観光活動は、農村観光を手掛けている

ガイドに少人数の客が引率され、集落からの

寺院眺望、集落内の遺跡訪問、地場産業訪問、

農家民泊、食文化体験等からなる。農村観光

を各村に導入する契機を作ったのは、有志の

観光ガイド個人や上記 2）の市民組織で、2）

の第３期後半には２村、第４期には４村で村

が観光に主体的に対応するための組合組織

が設立された。農村観光の拡がりには、ガイ

ド個人や市民組織による地域資源の再評価

から、集落での地域資源管理組織の設立に至

るというプロセスがあることがわかった。こ

のうちのチャンディレジョ村では 2003 年に

は組合組織が設立され、住民による自立した

観光マネジメントの成功例として知られて

いる。今回の調査で 1980 年代以来の住民協

働による生活環境改善・農産改善・集落文化

の洗練の取り組み経過があり、その延長上に

観光マネジメントを実現させたとわかった。 

 
図 3-2 2009 年時点の農村観光ルート 

4）データベースと農村観光 

 口述集積データベースを作成したのは、上

記 10 村に含まれる、チャンディレジョ、2008

年に組合組織が設立されたギリテンガ、現在

未設立のリンギンプティであった。当時、地

域資源活用にまだ差がある状況の３村で同

じ手続きでデータベース制作行ったところ、

収集できた情報の種類や量に大きな差はな

かった。完成したデータベース第一版（図

3-3）を各村に提供した反響としては、地域

資源活用の議論より、さらなる口述情報の提

供が多数であった。一方、今回の参与観察に

よれば、チャンディレジョが当時からデータ

ベースにも記載された地域資源をよく活用

していたのに対し、他の２村では第４期以降

に農村観光導入にむけ地域資源発掘やワー

クショップが改めて住民自身により行われ

た（写真 3-1）。このことから、地域資源の保

全活用には、顕在潜在する情報収集を行うに

は口述集積データベース制作により一定の

成果を得られるが、具体的な地域資源活用の

活動の促進には、当事者による実地の再評価

活動が効果的であるとみられる。 

 
図 3-3 ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽﾚｲｱｳﾄ  写真 3-1 地域資源の再評価 

(冊子版として地元に提供)    ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ(2009 年 11 月) 

 

4-4 かつらぎ町四郷（和歌山県伊都郡） 

1）はじめに 

四郷は串柿産地として知られ、柿干しが行

われる秋期に多くの観光客が訪れる。本節で

は平地区を対象とし、串柿に関わる景観利用

を明らかにする口述収集を行った。 

2）串柿作りの生業景観 

 10 月下旬に柿の干場（柿屋）による特徴的

な生業景観が現れる。平地区の景観変遷過程

は：①桑畑、林産業から次第に串柿に推移す

る昭和 5～50 年（集落は縮小傾向で柿屋は民

家周辺の高い位置）②串柿生産が最盛期とな 

 
 
 
 
 
 

写真 4-1 平地区における柿干しの風景 

り、道路舗装による微気候変化が沿道の低い

位置の柿屋設置を可能にし、柿干しが目立つ

ようになる昭和 50 年代 ③柿干し景観が観

光資源となる昭和 60 年代以降、である。 

3）生業にかかわる景観と景観利用 
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景観利用調査から、道路舗装や観光化等、

現代化に合致しつつ串柿産業が安定し景観

の評価も高くなった経過が明らかになった。 

 

4-5 まとめ 
各事例とも、データベース制作とともに、

ガイドブック・U-coro プロジェクト・ワーク
ショップ・農村観光といった実地の活動が設
定された。地域資源活用を促進するには、人
へ直接働きかけ情報を認識させるアナログ
なしくみをデータベースとあわせて設定し、
再認識や人のつながりがフィードバックさ
れるしくみ（図 1-3）が効果的と評価された。 
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